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　吉岡町は、まだまだ発展し人口
も増え、複雑化します。時の流れ
に対応すべく、また将来を見据え
て物事を考えて、地域の皆さまの
声をより町政に伝え、安心・安全
な町、より住みよい町づくりのため
に、取り組んで行きたいと思います。

吉岡町は まだまだ発展し人口

金谷　康弘
総務常任委員会

　お子様からお年寄りまで、笑顔
で暮らせる町づくりを目指します。
広く皆さまの声を聞き、眼で見て、
誠心誠意お応えしていく所存でご
ざいます。よろしくお願い申し上
げます。

お子様からお年寄りま 笑顔

大林　裕子
文教厚生常任委員会

　吉岡町は急激な発展を続けてお
り、子育て世帯数も年々増えてき
ています。その中で、地域の皆さ
まとの対話を密にし、子育てや教
育に関わる問題の多様化に対応し、
よりよい町づくりをしていけるよう
全力で取り組みます。

吉岡町は急激な発展を続け お

富岡　大志
産業建設常任委員会

　高齢福祉、子育て支援、防犯、
防災対策に全力で取り組み、誰も
が安心して暮せる町づくりを目指
し、地域の生の声を行政の末端ま
で届ける努力を致します。

高齢福祉 子育 支援 防犯

竹内　憲明
産業建設常任委員会

　県内一の人口増加の町は羨望の
的。未来を担う青少年に夢と希望を。
安心・安全健康長寿地域社会の構築
など、「仲良く楽しく元気よく」住民
の声に傾注し、みんなで創ろう住み
続けたいまち　よしおかづくりに全
力を尽くします。ご指導ください。

県内 人 増加 町は羨望

柴崎　德一郎
文教厚生常任委員会

　ゼロからのスタートではありま
すが、吸収力は大いに持ち合わせ
ていると自負致しております。まず
は地元の声を真摯に受け止め、しっ
かりと町政に伝えていくパイプ役
に徹し、ひいては輝ける町吉岡の
実現に向け努力する所存です。

ゼ から タ ト はありま

五十嵐　善一
総務常任委員会　

　

５
月
11
日
開
会
臨
時
議
会
の
議
長
選
挙
に

お
い
て
、
議
長
の
選
任
を
受
け
ま
し
た
。
身
に

余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学
菲
才
で
は

あ
り
ま
す
が
、
町
政
の
推
進
と
議
会
運
営
に
全

力
を
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

吉
岡
町
は
、
人
口
が
年
々
増
加
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
少
子
高
齢
化
社

会
の
進
展
に
伴
う
町
の
将
来
を
ど
う
決
め
ど
う

進
め
て
い
く
か
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
議
会
の
活
性
化
を
図
り
、

さ
ら
に
公
正
・
公
平
で
円
滑
な
議
会
運
営
を
行

い
、
町
民
の
議
会
参
画
の
推
進
な
ど
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
す
所
存
で
す
。

　

議
員
全
員
が
、町
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、

最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
会
議
長
あ
い
さ
つ

「
〜
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
〜
」

議
長　

岸　

祐
次

新議員が誕生！～みなさんの声を町政に届けます～
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　少子高齢化が進む中で、いかに
住民サービスを向上させ、住みよ
い町づくりができるかを町民の皆
さまと話し合い、議会の場に反映
させてまいります。

少子高齢化が進む中 かに

坂田　一広
産業建設常任委員会

　絆を大切、ふれあいの吉
ま ち

岡にす
ると共に住みたい町吉岡、住みよ
い町づくりに取り組み、話し聞き、
その声を町政に伝えます。町の発
展に尽くすことを、まずは地域よ
り始めます。

絆を大切 ふれあ 吉
ま ち

岡にす

村越　哲夫
総務常任委員会

　新議員の髙山武尚です。私の掲
げた目標に向かって、議会活動を
行っていくにあたり、身の引き締
まる思いです。一年生議員で議会
のことはまだ分かりませんが、一
生懸命勉強して、皆さまのお役に
立ちたいと思っております。

新議員 髙山武尚 す 私 掲

髙山　武尚
文教厚生常任委員会

　人口の増加に伴い、住環境や住
民の意識は都市化し多様化してい
ます。これらに対処できる行政と
なるよう、町民皆さまのさまざま
なご意見やご要望をお聞きしなが
ら地域の声を行政に届け、住みよ
い町づくりを目指します。

人口 増加に伴 住環境や住

平形　薫
文教厚生常任委員会

　子ども・子育て支援から高齢化
社会への対応を重点に、安心して
住み続けられ、明るい明日へと希
望の持てる町づくりを目指しま
す。産業振興を積極的に行い、活
力となる経済基盤を整え、発展し
続ける町づくりに努力します。

子ども 子育 支援から高齢化

岩﨑　信幸
産業建設常任委員会

　多くの皆様の真心のご支援によ
りまして、二期目の当選をさせてい
ただきました。今、地方創生が叫
ばれており、吉岡町も将来を見据
えた町づくりが求められています。
これからも皆さまの負託に応えられ
るよう働いてまいる所存です。

多く 皆様 真心 ご支援によ

飯島　衛
産業建設常任委員会

　少子高齢化が進む中で、貧困の
格差も進んでいます。特に児童の
貧困率は六人に一人となってお
り、行政の果たす役割が大きく問
われています。子育て支援、高齢
者福祉の施策充実のため引き続き
努力していきたいと思います。

少子高齢化が進む中 貧困

小池　春雄
総務常任委員会

　全国より人口増加の町として注
目を集めています。人口増加を現
在将来と継続し、輝かしい町でな
ければなりません。「子供が残る町
づくり」を目指し、雇用の確保や
レジャー施設の促進・公共交通の
普及などに力を注いで行きたい。

全国より人 増加 町とし 注

馬場　周二
文教厚生常任委員会

　二期目の議員活動は選挙公約実
現に向かっての行動あるのみです。
　初心を忘れず決しておごること
なく確実な一歩を踏み出すことを
決意し、夢のある町づくり地域づ
くりを目指します。

期目 議員活動は選挙公約実

山畑　祐男
総務常任委員会

吉岡町役場 ☎ 54̶3111（代表）
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